
 

 

 

 

 

 

令和７年度が終了いたしました(感謝)  校 長  嶋崎 健一  

３月２２日(日)に第１０５回卒業証書授与式を執り行い、１名の６年生が巣立ちました。本日は、修了式を行い、

令和７年度の教育活動の全てを終了いたしました。 

さて、この１年間、子どもたちは日常の学習をはじめ様々な場面でたくさんのがんばった姿を見せてくれました。

今回も大まかに振り返ってみたいと思います。 

 

 

4月  1年生を迎える会では、2年生以上の児童が 1年生に不安なく学校生活を送れるように考え、しっかり 

発表していました。 

６月 運動会では、「切磋琢磨～みんなではげまし合って成長する運動会～」をスローガンに全力で臨みま 

した。二年連続、外で開催できたことが何よりでした。神社祭では、子ども神輿で地域を回りました。 

子どもたちの威勢の良いかけ声が響き渡りました。 

７月～８月 

３１日間の休みは２回目。今回も「長かった！」と子どもたち。学校の日常への回復に戸惑いがあり 

ながらも順調に過ごしました。 

９月 修学旅行  

８月の盛夏を避けて９月へ変更して３年目。天気にも恵まれ、たくさんの思い出ができたようです。 

１０月 学芸会では、「咲きほこれ 勇気あふれる浅茅野小～みんなでつくろう 感動の舞台～」をスローガ 

ンに、練習の成果を出し切って立派に発表しました。 

１１月 交流センター清掃 

    日頃のお世話に感謝して、勤労奉仕をしました。 

１２月～１月 

    ２０日の短い冬休みも２回目。やっぱり「短かった。まだ休んでいたい。」と子どもたち。 

２月 スキー授業 クロスカントリースキー 

    予定通り実施。振り返ると、外の活動は天候に恵まれた１年でした。 

 ３月 卒業式 １名の６年生が卒業しました。 

    修了式 ７名の在校生がそれぞれの学年を修了しました。 

 

１年の流れは、毎年同じように見えますが、子どもたちのそれぞれの学年におけるステキな姿をたくさん見

ることができました。子ども一人ひとりの成長のために保護者、地域の皆様のご支援により、教育活動を進め

られたことを改めて感じています。本当にありがとうございました。 

令和８年度は、新１年生の入学がなく、全校の児童数は７名となります。また、浅茅野小学校が閉校を迎え

る年度となり、４月から始まる恒例の行事等もそれぞれ１回ずつで終わってしまいます。これまで学校に関わ

ってご尽力いただいた皆々様、そして保護者の皆様、子どもたちと浅茅野小学校のこれまでを振り返りながら

過ごす１年間にしたいと考えております。令和８年度も皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。 

教育目標    しっかりまなぶ子  思いやりのある子  ねばり強い子 

重点目標  自ら学びを開き、目標をもって、ねばり強く取り組める子 

～自己の能力や可能性を探究し続け、目標をもち取り組める子～ 

～目標達成に向けた見通しをもち、適切に行動できる子～ 

 

猿払村立浅茅野小学校便り   

令和８年３月２５日発行 

令和７年度の１年間 



 

 

４月 ７日（火）着任式・１学期始業式 

８日（水）全校朝会 前期児童会認証式  

たてわり班会議  児童会活動 

給食開始 

１０日（金）身体・視力・聴力検査 なかよし号 

１５日（水）児童会活動  ＰＴＡ三役会議 

２０日（月）個人面談① 

２１日（火）全校朝会 ＮＲＴ学力検査 

２２日（水）個人面談② 

２３日（木）全国学力・学習状況調査（６年生） 

２４日（金）知能検査 

２５日（土）参観日・全体懇談・PTA全体会議 

      学級懇談 

２７日（月）振替休業日（２５日（土）の振替） 

３０日（木）青空教室 

 

※給食開始は、４月８日（水）からです。７日（火）

は、給食なしの１２：００下校となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、節目節目の行事を大切にしながら、１年

の大半は、「いつも通り」の活動に熱を込め、その中に楽

しさややりがいを見い出し、自分の力を伸ばすために努

力する、そんな「当たり前の日常」を大切にしてきました。 

 

人は、目標をもって取り組み、それが達成されたときの

成就感で、心が満たされ、次への活力となります。人格形

成真っ只中の小学生なら、なおさらそうです。「友だちと

いる時間が楽しい」「自分の存在やがんばりが、仲間の中

で輝く」「成功体験を自信に変えていく」「努力の大切さが

身をもってわかる」「家族からの愛を実感する」「教師との

信頼関係が深まっていく」・・・これらの感情は、全て、

日常の中で育まれていきました。決して特別なことでは

なく、地道な活動を継続してきたからこその到達点でし

た。子どもたちが示し続けた数々のたくましく頼もしい

姿は、必ずこれからの人生を支えていく「力」に変わって

いくと信じています。 

私たち大人は、子どもたちに「希望や夢」を与える存在、

そして、子どもへの最大の「応援団や伴走者」であり続け

たいものです。いつでも、何度でも、それを貫ける浅茅野

らしさを「誇り」として持ち続けましょう。 

 

 令和７年度における、たくさんの応援や支え、本当にあ

りがとうございました。令和８年度は最後の１年になり

ますが、これからも「浅茅野小の日常」を大切にしていき

ます。次年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

３月２２日（日）、第１０５回の卒業式を挙行いたしまし

た。卒業生１名は、在校生・卒業生保護者・在校生保護者・

来賓・教職員に見守られながら、実に堂々と、そして力強

く卒業証書を手にし、感謝と決意の言葉を述べ、浅茅野小

学校を巣立ちました。６年間の人としての成長を自分自身

で示した卒業生の姿に、誰もが感動した時間と空間になり

ました。卒業生と在校生の思いが響き合う、本当に素敵な

卒業式でした。たくさんの激励やご協力、本当にありがと

うございました。 

 

 

１年間という短い間でしたが、お世話になりました。目

を輝かせて実験に取り組む子どもたちの姿がとても印象

的でした。浅茅野小学校は、次年度で閉校をむかえると聞

いています。学校・保護者・地域のみなさまが、力を合わ

せて、最後の１年が最高の１年となること 

をご祈念申し上げます。１年間、ありがと 

うございました。 

【浜頓別小学校理科専科  長江 宣明】 

 

 


